
講演「マザー・テレサの活動とは」

◆

マザー･テレサが道徳の教材.になっているというお話を

松岡先生から伺いました｡これは､恐らく文科省的に言うと

使いやすい教材なんだろうと思います｡ノーベル平和賞を

とったし、それからみんな知っているし、やっていることが

｢死を待つ人々の家｣という、路上で誰にも看取られずに

死んでいく人達を一緒に集めて､その人達に最後のケア

をするという､ある意味､人道的に文句ないことをやってい

ますので､そこから色んなことが学べるだろうという､もちろ

ん言うまでもないことなんですけれども｡今日、松岡先生か

ら言われましたのは｢ちょっとその教材の厚みをつけてく

れ｣というお願いをされました｡つまり、皆さんが｢マザー・

テレサ素晴らしい｣と言うのも当然なことなわけですけれど

も､ちょっと下がって｢一体何をしている人なんだろう｡何を

考えていた人なんだろう｡そして､ここから何が学べるんだ

ろう｣っていうことを。教科書､それから教科書の指導書と

はちょっと違った観点からお話をさせていただきたいと思

います。

◆

ちょっと面倒くさい題をつけましたけども。「脱偶像化｣。

つまり、マザー･テレサって決まってるじゃないですか｡イ

ンドに行くと、これくらいの、こけしみたいなのでマザー･テ

レサの人形が売ってるんですけれども、ちょっと偶像で

す｡マザー･テレサっていうのは、ノーベル平和賞とった

し､素晴らしいことをしている人で､だから､僕は逆手に取

って、学生達を2月のボランティアプログラムに誘う時に

は、「おいおい｡お前達10年たって子どもが幼稚園に行っ

てて､ママ、大学の時に何やってたのって聞いたら､うん、

ちょっとマザー･テレサの所でボランティアやったよって言
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ったらかつこいいじゃない｣って言うと｢そうだね｣っていっ

て来たりするわけですけれども。やっぱりインドっていう国

が持ってる距離感と､そこでなんか素晴らしいことをやって

る｡でも､そこでやってることは僕達にとても身近なことだと

いうことで､教材になりやすいというのは確かなんですけれ

ども。小学生には､もちろんそんなに沢山のことが伝えら

れるわけじゃないし､複雑なことを提供するのが必ずしも

教育的にいいとは思いませんけれども｡教師の皆さんは、

この教材がどれだけ厚みを持っているのかっていうのをぜ

ひ知っておいていただきたいなあと思います。そういう意

味で､何年もあちらに行く機会を与えられた｡そして､マザ

ー･テレサが作った死を待つ人の家というので､ボランティ

アなんかをずっとやってきた経験もありますので｡少し､そ

んなことを皆さんにお話して｡皆さんが教材を作る時の題

材になればいいなあというふうに思っています。

最初の3枚のスライドでマザー･テレサの年譜というのが書

いてあります｡皆さん、どれくらいご存知かどうか分かりま

せんけども｡マザー･テレサっていうのは高校の教師でし

た｡高校の教師であり､かつ校長までしていました｡20年

近く学校の教師をしていた人です｡そういう意味でいうと。

高校って言いましても、向こうは小学校から高校までず一

つと続いて、10年生の学校だったりするわけですけれど

も｡ですから皆さんと､もしかしたら､とても立場の近い方だ

ったかもしれない｡となると､皆さんちょっと心を使っていた

だけるといいなあと思うのは｡カルカッタというふうな状況の

中で､学校の教師ってどんな思いを持ってるんだろう、ど

んな課題を持ってるんだろう｡そんな辺りから､このマザー

・テレサという人に近づいていただければいいなあと思い

ます。1910年に生まれてっていう辺りから始まって、1928
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年に修道会。シスターになるわけですね｡そのあとすぐイ

ンドに行って1929年から｡ほんとに20歳そこそこから｡19歳

から教師をしてたかっこうですね｡20年間教師をしてたと。

その間に、1946年に暴動のためカルカッタの町は大混乱

に陥るっていうことを経験して。「貧しい人々とともにいるキ

リストに尽くしなさい｣というふうな｡宗教者ですから､促しを

受けて新しい活動を始めた｡その結果､学校を飛び出し

て､路上で身寄りのなく死んでいく人達のケアをしたという

話になるわけです｡それが世界的に認められて1979年に

はノーベル賞をとった｡有名な話はノーベル賞の晩餐会。

ついこの間もやったと思いますけど。「ノーベル賞の晩餐

会は｡私のために晩餐会をしないでください｡そのお金を

貧しい人達のために分けてください｣と言った｡恐らくディ

ナーが出ても､マザーはナイフとフォークの使い方をご存

知なかったかもしれませんから､よかったのかもしれません

けれども｡それで1977年｡私が桃山に就職した年ですけど

も｡この年に亡くなって｡そのあと､学生達が毎年行ってい

るマザーハウスという所に｡石の棺の中にそのまま埋葬さ

れています｡こんなシスターがいらっしゃるわけなんですけ

れども。

◆

実は今日の話ってすごく複雑なんです｡どうしてかって

言うと､大義名分はマザー･テレサという､小学校の道徳の

教材を厚みのあるものにするためのお勉強をしていただき

ましょうという流れが一つあるわけですけれども｡そのため

に､皆さんに今日、実際にインドに行った学生とディスカッ

ションする時間をあとから取っていただくわけですけれど

も｡そうすると､大学生がマザー･テレサの所で体験学習を

したっていう成果を聞くわけですよね｡その背後に､松岡

先生や僕が大学生をマザー･テレサの所に連れてってい

る時の教材｡それから､教育目標だとか教育方法っていう

のがあるわけです。ですから､皆さん達は今日、三つのこ

とに｡あっちいったり､こっちいったり目を向けなくちゃいけ

ない｡一つはマザー･テレサっていう教材がどれほど展開

できるのかということ｡それから､大学生としてマザー･テレ

サという教材を学んだ学生達の経験談｡それから､実は今

日これから僕がお話するのは､大学生をマザー･テレサに

連れて行くという時に､マザー･テレサをどういうふうな教材

として大学の教員が料理したのかっていう話なんです。

もちろん､小学校での教育のプロは皆さんです｡僕は小

学校の教育なんて怖くて絶対できない｡ですから、「小学

校のマザー･テレサの教材を使った道徳教育は､こういう

ふうにすべきですよ｣みたいなことなんて全然申せません。

皆さんがプロ｡僕はそれに関して全くの素人です｡ですか

ら､そんなだいそれた話はする気はないんですけれども。

でも､マザー･テレサという教材を皆さんが扱う時に参考に

なるかもしれない｡マザー･テレサという人･活動の厚みを

皆さんにお伝えすることはできるんじゃないかなあと思いま

す｡その時に､ついでにマザー･テレサという教材を大学

生に伝える時に､松岡や伊藤がどんなことをやっていたの

かっていうタネ明かしをしたいと思います｡学生さんは聞か

ないでください。

ちょっと難しい言い方をすると､大学における海外体験

学習教材としてのマザー･テレサというのがあります｡これ

を大学生に伝える時には､実はとっても難しい問題がいく

つもありました｡歴史学的な問題だったり。マザー･テレサ

はｶﾄﾘｯｸのシスターですから､キリスト教の神学の問題。

それから､海外体験学習理論みたいな問題。三つぐらい

の大きなテーマを抱えながら､僕達は学生をインドへ連れ

て行っています｡プラス､マザー･テレサの題材を扱ってい

るとお土産が返ってくるんですね｡そのお土産はどういうこ

とかっていうと､マザー･テレサっていうのは残念ながら僕

達の教材の中に留まっててくれないんですね｡マザー･テ

レサとの関わりを教材というステップを踏みながらでも関わ

りを持っちゃうと､教師が問われてくる。「私を題材にしても

いいけども、あんたどうなんだい？」っていうふうに。教師

のあり方｡僕は大学の教師ですけども。恐らく、小学校の
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教師である皆さんにもそうだと思うんですけれども｡マザー

･テレサの活動そのものが持っている性格に近づけば近

づく程､僕達が問われてきちゃうっていう｡教師への語りか

けっていうふうに､触れてきちゃうようになりますね｡こんな

話を今日、させていただきたいと思っています。

これ､マザー･テレサの所でボランティアするとくれるメダ

イって言うんですけど｡なんとなく格好良いでしよ｡だけど、

一番最後のスライドにも同じのがあるんですけど｡これ、1

円玉みたいなニッケルでぺラペラしてて､フシとやると飛ん

じゃうぐらいのちっぽけな安っぽいものなんですけれども。

これだけがマザー･テレサの所でボランティアをした時に

貰えるおみやげです｡まさに1円玉をギュッと型に入れて

潰したようなもの｡それ1個｡それ1個だけが､カルカッタで

ボランティアした時に貰えるおみやげです｡他に何も貰え

ません｡物としては｡もちろん､お金も貰えませんし､交通

費だって出してくれるわけではないし｡食費もないし､泊ま

る所も提供してくれるわけではない｡ただ､行くと､最初の

登録の日にこれだけ貰えます｡多くの学生達は､密かにネ

ックレスとしてこれを付けて大学生活を送ってたりしてるん

だと思います。

◆

さっき､歴史のチャレンジ､キリスト教の神学のチャレン

ジ､教育理論のチャレンジという3つのお話をしました｡そ

れを順番にお話させていただきたいと思います｡マザー・

テレサに限らないんですけれども｡徳川家康だって構わな

いし､リンカーンだって櫛わないんですけれども。今の私

達が子どもの道徳教育の教材として､ある人物を取りあげ

るっていうのは､かなり危ない仕事です｡どうしてかってい

うと､今の私達の価値教育という視点から｢マザー･テレサ

というのはこういう人だ｣とか｢こんなことをした人だ｣とか｢こ

んな意義がある人なんだ｣っていうふうに意味付けしちゃう

わけですよね｡もちろん教材である以上､そういうふうな加

工をする必要があるわけですけれども。これって実は､道

徳教育にとても害があることかもしれない｡どういうことかと

いうと､ある生身の人｡何年かの生涯を悩みながら苦悩し

ながら､または喜びや悲しみや､そういうものを経験して｡8

0年なら80年過ごされた方を一つの型にはめてしまうという

のは､私達が他者と向き合う時の姿勢として正しいんだろ

うか｡もちろん､素晴らしいことをした人っていうふうに使わ

せていただくけれども｡じゃあ､ほんとにノーベル平和賞を

とるような活動をしたということだけで､その人を特徴付け

ていいんだろうか｡これって､教材としてっていう言い訳が

つくかもしれませんけれども。僕達にチャレンジとしてくる

のは｢他者をどうみるんですか｣。例えば｢この子はこういう

人です｣とか｢この人はこういうことを成し遂げた人です｣っ

て言って､ある人にラベルを貼る｡それが美しいラベルで

あったとしても､それが教育の現場でなされていいことなん

だろうかっていう、とても大きな課題がやってくるんだと思

います。

人間の現実を単純化して｢マザー･テレサはこんな素晴

らしいことをしたんですよ｣っていうふうに教えることで、「こ

ういうふうに生きなさい｣っていう生きていく規範を与えるこ

とが､はたして道徳教育の目的なんだろうか｡むしろそうで

はなくて、「この人は色んなことをやった｡こんな困難もあっ

たし､あんな難しいこともあったし｡うまくいかないこともあっ

たし､失敗もあったし｡こっちのほうでは全然評価されなか

ったし｣っていうのが人間の生身のあり方じゃないですか。

僕達は子どもと向き合ってる時｡授業じゃない時に､子ど

もと向き合っている時に多様な子どもの面をなんとかして

豊かに拾っていってあげたい｡一つの物差しで測るんじゃ

なくて沢山の物差しで。その子に最もふさわしい物差し

で､その子を見てあげたいって思うわけですね。にも関わ

らず､教材としてとりあげた人を､ある一つの側面から､あ

る型にはめて､美化して語っていいんだろうかっていう､な

んか問題が出てきちゃうのかもしれませんね。

それから､僕達が｢マザー･テレサは素晴らしいjって言

うと、「はたしてカルカッタの人は、どうマザー･テレサを見

－17－



てるんだろうか｣と考えたことありますか｡今のカルカッタ市

民の約3分の1はマザー･テレサ大嫌いです｡これは向こう

の実業家と何人かおしゃべりをして分かりました｡どうして

かっていうと、「マザー･テレサは我々の町カルカッタが世

界で一番酷い町だっていうふうに宣伝したから｣。ノーベ

ル賞の現場でも｢カルカッタの悲惨な生活が｣って言うわけ

ですよね｡カルカッタで生きている人達からみたら｢なんで

俺達の町がこんな悪く言われなくちゃいけないんだ｣って

思うわけですね。

◆

ですから､一面的にものを見る｡それから､こっちの見た

いようにものを見る､人を見る､歴史を見るっていうことは、

歴史の研究としてはNGなんですよね｡何か歴史上の出

来事を見る時に一番大事なのは、当時の人達､当時の様

々な利害を(持った)人達の眼差しから､この事がどういう

意味を持ってたんだろうかっていう。多元的に見なくちゃ

いけない｡それが､もしかしたら異文化理解とか他者理解

っていうのの基本になっていくんだろうけれども｡マザー・

テレサに関してだけは額縁に入れて｢これはこんな人で

す｣っていう見方をしていいのかっていうと､きっとそうでは

ないだろうなと｡それがマザー･テレサという教育の難しさ

の一つ目です｡だから､そういう意味でいうと､マザー･テ

レサの苦悩､マザー･テレサの失敗､マザー･テレサの先

走り、マザー･テレサのみっともなさにも迫っていかないと。

僕達は教材に向かった時に､人との関わり方を学ぶって

いうことが、おろそかになってはいけないんだろうなと思う

わけですね。

マザー･テレサは歴史の中では加害者側に立ってる人

です｡マザー･テレサの活動を必要とする現実があるわけ

ですね｡さっき､カルカッタの人達が｢マザー･テレサはうち

の町は酷い町だって世界中に宣伝した｣って言っちゃう、

そのカルカッタの町の現実っていうのはどうしてできたんで

しょうか｡大英帝国が支配していった時に､カルカッタは大

英領インドの首都でした｡一時期はロンドンに次ぐ繁栄を

誇っていた町です｡今でも学生達は行ってますし｡Google

Earthか何かでカルカッタの町を上から見ると､真ん中に

ヴィクトリア･メモリアルっていう､ヴィクトリア女王を記念した

バッキンガム宮殿みたいなのがあって｡その真正面にすご

く締麗な教会があって｡横っちよには競馬場があって､ゴ

ルフ場があってっていうふうな構造をしてます｡本当に素

晴らしい町だったはずなんです｡でも、この町が1947年に

独立する時に｡イギリスがインドっていうのを独立させる時

に分割統治をしようとしてますね｡つまり､インドっていう国

にはイスラームとヒンドゥーがすごく沢山混じっていたけれ

ども｡イスラム教徒にパキスタンという国を作ってあげて､イ

ンドっていう国はヒンドゥーの国にしようっていうふうにしま

した｡そうやって美味しいものを投げることで､独立させた

あとも旧宗主国のイギリスとも仲を良くさせようという策略を

していたわけですね｡ガンディーはこれに反対していた。

だから､ガンディーは最後までイギリスのインド独立のさせ

方には抵抗していた人なんですけれどね。

さつき､年譜の一番下に1946年のカルカッタの暴動に

ふれたってありますけど｡これはどういう暴動化っていうと。

カルカッタのすぐ東側に当時の東パキスタンが｡今はバン

グラデシュって言いますけど｡バングラデシュとの国境があ

ります｡どういうことが起こったかっていうと｡パキスタンをイ

スラームの国､インドをヒンドゥーの国にするっていう政策

をイギリスが出しましたから､インドにいたイスラム教徒が東

パキスタン･バングラデシュに流れようとしたし､バングラデ

シュの領域にいたヒンドゥー達がインドへ戻ろうとして、民

族大移動が起こったわけですね。

◆

その間に､すれ違いざまに､殴りあいをしたり殺し合い

をしたりみたいなこともあったし｡一番国境に近かった町が

カルカッタですから。カルカッタっていうのが、その2つの

勢力が交じり合う場所になってしまった｡だから一気に､大
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